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調査の経過

本調査は，京都大学北部梅内理学部ノートバイオトロン実験装置宝新営工事lと先立ち，予定地

内iとおける遺跡確認の調査として始まった。

北部構内においては，乙れまで 2年にわたって民学部総合館建設地およびその周辺・理学部

事務傾建設地その他数カ所で発掘調査を行位ってきた。その結果厚い白)11系砂l留をはさんで上

万iと歴史時代各期の遺物包含層，下方iζ弥生・縄文両時代の遺物包合周が存在し，これらがか

なり広い範囲にわたって一様な状況を呈している乙とを知る乙とができた。しかし，どの地点

lζおいても明確な遺構は検出きれなかったが，遺物の出土状況および地形測量の結果から推し

て，北部構内の東にある理学部植物闘内 iζ遺構の存在する可能性がもっとも強いと考えられる

iと至った。

今回のノートバイオトロン実験装置宝新営工事予定地は，遺構の存在する可能性が高いと判

断していた理学掛直物園の南端医位置している〔第 1図〕。

本調査に先立って調査地威内と，その南側lとテストピット 4カl買を設定した。テストピァト

内の周序も白川系砂屈を境として上下に前述の各包含周が存在することを示していた。したが

って本調査は予定地域全面を 2期に分け，第 1次調査で歴史時代，第 2次調査で先史時代を対

象とすることにした。

調査の結果，第 2次調査で予想されたとおり縄文時代の配石遣問が発見された。乙の泣惜の

取り扱いについて京都大学は『遺跡保存調整委員会Jを開き協議を重ねた結果.1&終的lζ遺備

の移築保存とノートバイオトロン実験装置室新営工事計画の推進を決めた。乙れにしたがって，

移築作業をともなう遺構の全面調査の必要が生じ，第 3次移築追加調査を行なうことになった。

第 1次調査に先立って発掘地主主のグリッド設定を行った。将来植物園全按 iとおける調査の可

能性を考え.植物園南端の中央寄りに基準点 (Q-I0)を設けた。 ζの基準点と真北の基線

をもとに 10m正方グリ yドで植物園全体を担った。東西方向はアルファベッドで，南北方向

はアラビア数字により表示し，グリッド名は各グリッドの東南隅の表示で代表さすことiζ した。

1グリフド内はさらに 5m方眼lζ区分し北へ1・2. 西へa 'bと表示し，最小単位5mグリ

フドを示した〔例 R -1 0・a-1 )。

先史時代包合届の発掘の際は，迫椛の寄在する可能性が高く，また土問・石器など遺物の坦
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存状況が非常l乙密である乙とを予想して，歴史時代の発掴区画より各グリッドの単位を小さく

した。ちょうど南北のr5 -b Jラインが先史時代層調査区画のほぼ中央を縦断しているため，

乙のr5 -b Jをセンターラインとして東西南北IC3m正万グリフドを 18区画設定レfこ。南

北iと並ぶグリフド列の単位を東から西へa 'b ・C . dと表示し，東西の列の単位を南から北

へ 1・2 ・3 ・4 ・5と表示して，グリッド名は乙れを合わせて呼ぶ乙と』とした〔例 a -1. 

c -5 )。

調査関係の要領は次のとおりである。

調査対象地

調査主体者

調査指導者

調査担当者

調査協力者

調査期間

調査面的

京都市左京区北白川追分町京都大学北部構内理学部植物生態研究施設

増築予定地

京都大学総長 岡本道雄

京都大学文学部教授 小林行雄

京都大学文学部助手 中村徹也

京都大学大学院文学研究科悶士課程 3年 間内三真

同 悶士課程 3年川文正智

同 博士課程 1年 中村友間

同 修士課程 2年泉拓良

同 修士課程 l年 上原真人

同 修士課程 1年宇野隆夫

京都大学段学部・工学部・文学部・法学部学生院生

京都大学施設部

京都大学理学部事務室

(第 1次)昭和 48年 7月23日-9月 10日

(第 2次)昭和 48年 9月 17日........1 2月9日

(第 3次)悶和 49年 7月 10日-10月 12日

約 40Om 2 

伝お花紛分析を大阪自然史問物館の那須孝悌氏にお願いした。地質に関しては理学部石田

志朗助教授のと教示を得た。移策技術陀関しては，故小橋敏夫氏iζ手ほどきを受けた。

ーワー
ー



E 地形 と 層 位 〔 第4図，図版畑一 1・XV-1 ) 

調査地域は北白川扇状地の南端部で，西へ落ちる扇状台地の末端近<Iζ位置する。ただし縄

文時代以前の自然堆積の砂層および礁周を見ると，必ずしも白川系の堆積層だけではなく，高

野川系の洪積世砂礁周も観察されるので，古くは高野川系の流れと白川系の流れとによって

作られた扇状地であった可能性が強い。標高は約 65m。

層位はおおむね盤合の水平周であり，地表下約1.2mlとみられる厚い白川系黄砂周をはさん

で上下の層群に大別できる。上方は床土の下Il:. 5周(部分的にはさらに細別できる〕にわた

って歴史時代遺物の包含が見られる。乙れらは北部構内lとほぼ通有の周群である。上部の中世

屈は厚さ約 15cmで固くしまった赤羽色土居である(第4図⑤周・図版畑一 1 1層上〕。

遺物包含度が比較的少往く，土器片・瓦片のほかは貨銭の出土がみられる。部分的lと乙の周の

上K灰褐色の近世層がある(第4図③・@・⑤眉，図版Xll-1 IV層〕。中間部の褐色土屈は

平安時代の土居片・瓦片を包含する周で厚さ約 50 c m.部分的には 3眉K分けられる(第 4

図①・@・@厨，図版畑一 1 I周下・ E周)。 最下iとみられる厚さ約 40cmの黒色砂質土

居は，乙乙ではほとんど遺物を包含してい伝い(第4図⑬眉〕。しかし周辺の調査地点の周位

と包含遺物から推して奈良時代層と断定してよい。西へ向かつて次第陀深くなり粘土質Iζ変化

しているのは，西側lと滞水凹地があった乙とを示している。

白川系黄砂屈は全面にわたって約 80--120c mの厚い堆積をみせている〔第 4図⑬周)。

弥生時代より新しく奈良時代より古い乙の白川系の流れは，かとZり川幅が広かったようであり，

氾濫原も鉱がっていたようである。

黄砂周下iとは先史時代の各層がある。砂居直下の薄い黒褐色土周は部分的であるが先史第 1

層で弥生式土器と晩期縄文式土器の各小片が僅かにみられる。その下方に純文期の2つの堆積

層があり，上部の先史第 2屈は黄銅色〔第 4図3周 ).下部の先史第 3周は暗褐色〔第4図⑬

層)を呈しており，どちらも粘質の土屈である。部分的には復雑な堆積状態を示しているが，

乙れは地山の凹凸の激しさによるものと考えられる。とも tζ後期純文式土器および石器が包合

されており，先史第 3層下面で配石遺構およひ溜棺が発見された。先史第2 ・3眉の土器群は

ローリング酪鼠痕が少なL、。破片も大きく，また近距離で採集されたものが互い応接合でき，

乙の乙とからみて原位置をそれほど速く動いていないものと思われる。したがって遺栂が廃棄
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されたあとの自然の流れにより微低地lζ溜まったようである。部分的に黒褐色粘質土の先史第

4府があり，先史第 3屑とほぼ時を同じくして順次堆積したものと思われる。

乙れらの先史時代各層の下方は，前述の高野川系砂諜厨と白川系砂礁周とが互届になって続

き，文化屈はないと判断しうる。

縄文時代人の住んだ地表の下方砂礁層は非常lζ凹凸が設しく，縄文遺物を包含する堆積は，

乙の問地tζ多く集積しているようでゐる。調査地域の西端は砂喋層が急lと高くなっており，一

時期の中洲状の徹高地と理解できる。縄文時代遺物の包含周は乙の高い部分lζは堆積していな

い。したがって縄文遺跡は，その多くが北から東，さら1と南lとかけて拡がっていると推定され

る。

W
血 遺 構 (第 2図・第 3図〕

遺憎が顕著lζ発見されたのは，歴史時代iとおいては平安時代遺構，先史時代lζおいては縄文

時代遺構である。

(1 ) 平安時代の遺精〔第 2図，図版 XI-2 ) 

平安時代の遺物包含眉は大きく 2周に分かれ，上周は平安時代末期，下周は平安時代後期の

遺物を主体としている。乙の下層上面K遺構が検出される。真北グリ y ド応対し約 10度東へ

痕った方向を南北とし，乙れIζ直交または平行する幾筋かの帯状遺構である。稗は幅 25cm

--35cm，深さ 5cm--20cmで， 1条あるいは平行する 2条の溝が単位となっている。

将で区画される内部および外部には特別な施設は見当らなL、。溝も上部が後の整地で削平され

ており，鴻ーが検出できない部分もある。将内の堆積の大部分が白砂であることからみると，瀞

水は静かな流れで東から西へ，北から南拘折れていたものと思える。周辺の調査で平安時代の

瓦や土器が多i速に発見されていると乙ろから，乙の地域で同時代の建造物の遺摘が発見される

l司能性を考えていた。しかし滞状追椛の周辺lとは，柱穴も砲石も基担状の高まりも検出されず，

瓦類の出土すら非常に少ないものであった。あるいは後世の整地の際児精の上部とともに削平

されたかも知れとfいが，建造物の存在した可能性はきわめて薄L、。ただ溝が非常民整然と統ー

された方向性をもって走っているだけでゐる。伴出する土器・瓦類lζ乙の海の性格を明らかに

しうる特徴的伝ものがみあたらなL、。したがって，これらの溝がどのような施設であったかは
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判然としな L、。発銅区域の南花設けたテストピットの中で同様の鴻状遺構の一部が発見されて

おり，その溝内から栗栢野瓦窯系の軒丸瓦が一片出土している (KU7010 )。平安時代前半

の瓦であるが，構との関連性がどの程度あるかは疑問である。しかし乙の瓦と同泡のものが平

安宮跡から出土しでおり，また段学部総合館北棟建設予定地からも発見されている乙とから，

依然として平安時代遺構の謎は不解である。

(2) 縄文時代の遺構〔第 3図，図版 XVI. xvn ) 

白川の運んだ厚い黄色砂層を掘りぬくと黒掲色の薄い粘質土居にあたる。現在乙の砂層と粘

質土層との聞が地下水位となっている。おそらく砂層の堆積が始まったと同時K地下水は粘土

質の土をベース陀乙の水位を保ち始め現在民至ったと考えられる。乙れは先史庖の調査陀とっ

ては非常民悪条件であったが，一方乙の地下水のため有機物とく K植物遺体が良好に保存され

る乙と lとなった。

砂層下面から黒褐色土内陀かけて流木・立木・倒木および木の葉・木の実類，さらに昆虫な

どの動物遺体まで多量に検出された。乙れは純文時代の人間の生活環境を復元する資料として

は，大変重要なものであろう。

先史第 2屈は黄褐色粘土周で後期縄文式土器および石器が発見された。遺物の包含度は比較

的少I，!い。 ζの層の下面では南地区の a-l'a-2， b-l・b一2，c-l 'c-2区i乙

集中して不定形な土墳状のピット群が検出された〔図版XVIー1)。 乙れらのピットは，おお

むね円形ないし惰円形を呈していて順次重なって掴られたため，経終的には不定形を呈してい

ると考えられる。円形のもので径約 60.......80c m，楕円形のもので長径約 80.......100cm，短径

約 40.......60c mの大きさである。ピット群は環状にめぐっており，全体として一つのロケーシ

ヨンをもつような感がある。 それぞれのピットの中には土器を伴出するものと，伴出しない

ものがある。伴出していると思えるものも流れ込んだ可能性が強L、。その性格はまったく不明

であるが，土繍基か否かという点iζ関してはピタト内の堆日土の分析結果をまちた L、。

乙れらピット群が検出された南半区を除く北半区はまったく凹凸の位い平坦面が拡がってお

り，流木や倒木・木の根などが多く発見されている。

先史第 3屈は暗褐色粘土の 20cmばかりの堆積層であり，非常民多くの後期前葉の縄文式

土器および石器を包含していた。しかも多抵は出土する土間片は，ローリングによる磨滅をほ

とんど受けておらず，比較的大きな破片が多く，かつまた同一個体の般片が接近したりまとま
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って発見された(士郎出土日のグリッド別比率は. c図版民)参照)。乙の乙とからこの場所が

純文時代の単なる遺物包含地では位<.住居牡・墓地などの生活辺跡K非常に近い乙とを組定

させた。予組通り先史第 3周下面をベースとした配石遺構が 8基(うち 1基は第 3次調査で発

見).単強lζ埋められた裂が4個，そして地上iζ据えられていたと思われる塑が 2個検出され

た(第 3図，図版別Iー2 • XI世)。配石遺構は大体等間隔を保って調査地域の南約 3分の 2の

範囲lζ東南隅を扇の要として担を描くような状態で分布している。それに対して埋聾群は北 3

分の1の地区lζ分布し両者は明確に区域を異托している。これは非常iζ特徴的な点の一つであ

る。

8基の配石遺稿の形状は，大きく A ・B2極のタイプlζ分けられる。

Aタイプは 1 1号.n号・ E号・彊号で，人頭大の自然石を 20-30個用いでほぼ円形お

よび情円形lζ密集させているものである。中陀は積石状に石を重ねているものもみられ，立体

的な構造をもっ。径約1.0-1.3mで大きい。

Bタイプは .IV号・ V号 .VI号.'rll号で，人頭大の数個往いし 10数個の比較的少ない自然

石を用いて不定形民敷きつめたもので，積石状iζ石を重ねることはなく平面的である。 Aタイ

プ陀比べて規績は小さく簡素でゐる。

しかしA ・B両タイプ民共通して構築上の特徴が見られる。それは配石を構築して行く過程

である。ゐる意味をもった場所応最初 1個位いし数個の石を据える。次iζ乙の石を取り囲むよ

うに石を配してゆく。乙れの1霊のものがBタイプでゐり. 2重lとしてさら陀上陀積むものが

Aタイプともいえるのである。石はとも民自然石を用いその個々の形状Kは統一 性=選択性は

見られない。配石 I・y . VI • ''11では石の長辺を連ねたり，面ぞそろえたり，空間を順序よく

埋める乙とによって配石の輪郭を盤えようとした意図のうかがえるものがある。

配石 Eでは，中心iζ据えた石をとり囲む石の置き方が石の小口面を下民して所謂石を立てて

並べる手法をとっている。乙乙民は中心石を囲むという意図が顕著に現われている。中心石の

置かれている位置を問題にすると同時民，配石の中心部がやや低〈落ち込んでいるかの如き状

態を示しているものもいくつかある。例えば，配石 Iでは中心部の 2つの石が互いに中央で接

し.その接点が下方にずれている。配石 Eおよび咽では中央部が沈んだように外輪部より低L、。

乙の疑問を解くためA・B両タイプから配石!とWを代表させて配石下の調査を行伝った。そ

の結果配石 lの中心部の直下lζは，径 50cm.深さ 30cmの土績が検出された。土墳の中
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からは骨の細片，粗製土偲の破片が発見された。

構造的1と専かれる結論は理納物の存在であり，埋納物の極類が配石の性格を決定するもので

ゐろうと思われた。第 3次調査の段階です〆ての配石の移築作業K先立って残る 6基の配石下

の調査を行なった。乙の結果は前 2者と同様の土境が検出されたものは配石市のみで，他は配

石下の施設は発見きれなかった。したがって配石構造はすべてが同じであったわけではない。

頚を埋納するもの 1基 (N )，土墳を有するもの3基(1 • 1'( . ¥1lI )，骨片が検出されているも

の4基 (I'I.V!'¥'I)，耳飾が発見されているもの 1基(咽)という事実関係から，乙の

配石を「配石基」と断言しでもよいと思われる。加えて配石下の土の分析の結果をまちたL、。

北区域K拡がる埋聾群はすべて粗製土穏と呼ばれる無文の深鉢である。 6個体の聾のうち 4

個は口縁部を真上ないし斜め上方K向けて頭部まで埋めて据えられていたようである。乙の4

個体は共通して底部が打ち欠かれている。 ~I の内部から骨片が採集されている。

他の 2個体は地上K置かれたようでゐり， 1つは胴部から上方口縁部までを残し，他の 1つ

は縦は二つに割った一方が仰向けに揺えられていた。東北隅は発見された塑 Vは周辺を点々と

石で固まれているようである。しかし配石Wでみられたように直上陀石は置かれておらず口録

部は斜め上を向いて地表K露出していたと考えられるので配石のーっとは考えにく L、。すべて

聾は外面Kススの付着がみられるが，底が打ち欠かれている乙と，住居壮や炉祉その他の施設

が伴なわずまったく単独で存在することなどから，煮沸用土器の転用と考えてよい。

乙れらの埋聾群は， r廻棺」の可能性が考えられる。現に到Eでは明らかに骨片が数個発見

されている。到の方も内部にあった土の分肝が急がれるが，両者が珪とすれば，縄文時代後期

前葉の内陸部における埋葬様式としてきわめて注目すべき遺跡でゐる乙とは明らかである。

両者の接点で次のような状態が観察できた。盟の最南と配石の庖北Iζ位置する聾 Eと配石W

が東西K接している。と乙ろが聾E崎拓Wと反対の側へ傾斜しており底部のみならず配石側の

口縁部から胴部にかけてが大きく欠顕している。しかも配石i¥'の侵西端の石は聾の欠銅した部分

の上tとおおいかぶさっている。 ζの事実は，霊IIが先に据えられていて，少し埋まった状態の

時後から配石Wが造られた乙と金物語っている。もしそうだとするならば，塑群と配石群との

造られた時期は僅かに聾群が先であったということができる。幸い配石Wで塑が埋納されてお

り，乙のき砲と~I との型式学的比較が可能でゐる。遺物の項て・少しふれておいたが，乙の先後

関係を聾の比較の上から理解するのは難しくなさそうである。
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配石および恋の間隙を埋めている縄文式土器についてまだ触れていないが，その大

部分が縄文後期前葉 Iζ編年される。したがって両遺構がこの年代的範囲はおさまると考え

るのが妥当である。縄文期の埋葬儀礼を考える上でこの遺跡は大変重要伝遺構といえる。

配石遺備は東日本・北日本において縄文時代各期iとみられるが，本遺跡と形態が類似してい

るものは非常に少なく，その性格が判明しているものも僅かである。西日本では最近近畿や九

州で少々の発見を聞くが，乙のように数多くの配石がまとまって発見された例は初めてといっ

てよい。しかも後期前葉期の配石遺構は全国的にみても本例がかなり古いものと思われる。北

白川扇状地K居住していた縄文人の生活形態を知る最初の明確位遺跡の発見は全国的民注目を

集める乙とであろう。

W 出土 遺物

歴史時代各層出土の遺物と，縄文時代の遺物がそのすべてであるが， 乙の概要 tとおいて

は，縄文式土器片約 2万2千片を含む縄文時代遺物陀ついて，主に述べる乙とにする。もっとも，

整理作業の途中であり，複雑かつ膨大伝量でもあるため，詳細は本報告にゆずらねばならなし、。

その一部を抽出して紹介するにとどめる。

(1 ) 歴史時代の遺物

①中世届出土の土留

発銅調査の際，仮りに第 E周上としてとらえた暗褐色砂質土から I r永楽通宝」の出土奇み

た。中世層で，乙の眉lζ包含される土器片は，すべて細片でゐる。器種は，土師器の聾・灯明

皿で，後者が多い。土矧の蜘部は，先細りの円脚である。磁器片が少々出土しており，青磁紬

のかかったオロシ器もみられる。

②中世届出土の瓦

布目瓦片が少量出土している。文館瓦はない。

@中世眉出土の貨銭

「永楽通宝 J1枚〈図版印-2)。

@平安周出土の土鰐

平安庖は，仮りに第E周下・第DJ冒としてとらえられた灰栂色砂質土居と，赤掲色砂質土居
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である。第E尉下は，瓦器質の土鍋が特徴的でゐる。ほかlと青磁片と土師留の塑・皿・椀・遺

主どの器種がみられるが，小片で復元不可能である。

第 E眉tζは須恵器の塑・皿，土師器の皿・灯明皿，瓦器の土J聞がみられる。灯明皿は農学部

周辺調査の際「延喜通宝」と伴出した灯明皿の型式に属するものを時期的位上限とし，それよ

り後出の型式のものも多く混在する。鼎脚は太〈先は退化した猷足状に踏んばる。他民滑石製

の石鍋の破片が 2個出土している。

⑤平安届出土の瓦

テストピット内滞状遺構内から栗栖野瓦窯系の軒丸瓦 CKU7010) が出土している〔図版

XI -1 )。 乙れは農学部総合館建設地の調査で平安居から出土しており，おそらく同穏と思

われる。平安時代の前期のもので平安宮跡などから出土例が知られている。

調査地域内の平安周からは下万第E眉より軒丸瓦 2個が出土している。ともK複弁蓮華文様

の退化したもので，小型の瓦である CKU 7 1 8 5 . KU 7 1 9 5 ) C図版XIー2)。 第E層下出

土の瓦は三巴文軒丸瓦片 CKU7321)と斜格子文軒平瓦片 CKU7870)でともに平安末期~

鎌倉初期のものと思われる〔図版XI-2 )。

@平安層出土の貨銭

5枚出土しているが，すべて中国北宋の貨銭である。第E層下出土の貨銭は「皇宋通宝」

「棋寧元宝 Jf元豊通宝JI第E厨出土は「天聖元宝Jf明道元宝Jの各1枚ずつである咽版四一 2)。

①平安周出土の緑粕陶器・磁器

緑馳陶器は底部 1片が第E周下から出土。高台の復元直径は 10 c m。思形は浅い皿であろ

うと思われる。胎土はやや軟質で，外が黄白色，内側が灰色を呈する。馳は摂黄緑色である

(図版週一 2)。

磁器は 24片出土。第E届と第E周下K包含される。大部分は碗・鉢の類と思われるが，他

民壷の把手と考えられる 1片と，水注の注口片が 1片ある。胎土で 5種に分類できる。いわゆ

る珠光青磁碗・片切周准丹文碗・蓮弁文碗・鉄足の碗などー殻iζ竜泉窯系青磁と呼ばれているも

のである〔図版XlV-1)。

(2) 先史時代の遺物

〔土留〕

弥生式土器と細文式土器が出土しており，弥生式土留は細片で時期を明確にしえなかった。
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弥生式土問と晩期利文式土保は，砂層直下から府の区別なく出土しており，その他の縄文式土

器とは周位で区別しえた。出土した純文式土器片の総数は約 2万2千片で，前期前葉から晩期

終末までの時期を含むが，大部分は後期前葉の土器であって，それ以外の時期の土器は全体の

1%にも満たない。完形を推定しうるものは数十個体で，他の大部分は細片である。

本慨要の分類は，整理作業が中途であり，かっ将来，新型式を設定する必要がある土器群も

あるので，大まかな時期による分類にとどめ，一時期内の分類は主lと器形lζよってお乙なった。

①前期前葉の土器

非常1ζ磨滅した土器で，表裏iζ アJレカ属貝背面による条痕がみられ，表面にC字爪形を施す

薄手の土器。北白川下層 i式K相当する。第 3次調査で 1片発見された。図版iとは掲載してい

なL、。

②前期末の土器〔図版V-1 ， XXX -5) 

厚き 4mmで純文地iζ貼付けた低い突帯の上に爪形を施した土器で，ロ緑内面K段状iζ肥厚

しfこ純文得を有する。口綜上端陀はア Jレカ凪貝殻頂部陀よる圧痕を有する。京大農学部発掘調

査の慨要(I )昭和49年(以下1m学部概袋(I )と略す。)の第 l類lζ相当する。

③中期前葉の土器〔図版Y-2，双x-5 ) 

厚さ 7mmで粗L叩E文地lζ直接，中央部がやや窪んだ半叡竹管で爪形を担状児施した土器。

口縁内面iとも縄文を有する。船元 I式lζ併行する土器であろうが定かでとZい。

@中間中莞の土穏〔図版Y-3・4，以x-5 ) 

粗い縄文地i乙半iJl竹管で償ないし縦の狙状文を施した土器。段学部概要(I )の第E類iζ相

当し，船元E式併行である。

⑤中期末の土怨(図版 Y-5・6，以X-5 ) 

良学部概要(I )の第W類B種iζ相当する土器。陸線で区画し，その中iζヘラ描の綾修文を

施した土摺。後期初頭まで下る可能性もゐるが，中津式とは異る。

⑤後期前提の土器

本遺跡の主体をなす土器群で，中津式・祢名寺式を含まなし、。器形と文様から大きく 1--7

類応分類した。

第 1蹟無文深鉢形土探〔図版 I-1 --4， Y -7 --9， XX¥'lI -1・2，双四一2，以XI

-1 ) 
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将来的iζは，器形・器面処理から数屈に分類しうる。偲形は顕部がくびれる深鉢形(1-

1・2・4，Y-7-9)と， <びれない深鉢形(1 -3 )がゐる。 g'j面処理では，表裂を

巻員でゐ質調整し横ナデした土器(1 -1，塑棺E・I・Y) ，ヘラ削り状の砂粒の動きが

みられる調整をし軽く磨いた土器(配石Wの型棺)，幅 4~5mmの平滑な工具で磨き状の

調整をした土留(聾棺N)，全面iζ縄文を抱した土問(1 -3， Y ー 7~ 9 )，街状工具ま

たはヘラ状工具による条線を全面iと施した土器(1 -4 )などがゐる。口縁部を肥厚ないし

内喝させた土器(Y ーマ ~9 ，配石WのまE倍)は，京都市北白川小倉町遺跡iζ類例があり，

その他の型棺と比較して時期のやや下る可能性がある。

第 2類 口縁部及び胴部iと純文を有する深鉢形土器〔図版 !.n-5-8，V-

10.......14 ，川 -1・3，畑一 1) 

頚部のくびれた器形が主でゐる。ただし口縁部の純文借を省附した土器(1 -5 )や，口

縁外面および上端K縄文を有する土器 (Y-14)も乙の類陀ふくめた。一般的に口縁部の

肥厚ないし内母が顕著でぽく，胴のはりも弱く全体的lζなだらかな輪郭を示す。顕部lζ櫛状

工具(1 -6 )，ヘラ状工H，体状工具 (Y-13)などで，縦伝いし斜めに文慌を描く土

器もある。平直な口綜が波状口録よりもやや多L、。 1-7は胴部のL←R，Rの制文が縦走向

で， Y -1 2は胴部のL← r，rの縄文が横走向で共iと例外的である。 rr-8は盟倍nであ

る。

第 3類有文深鉢形土器(図版 s • 1 -9.......23. Y.......四一 15.......57. XlYsl -4 ~ 7 ，以E

-1~7 ， XXX-l， XXXl-2，畑一 l・2) 

文様と器形から 3種に分類した。

A庖 頚部のくびれた深鉢形を呈し，文掠侍が口縁部・頭部・胴部iζ分帯している土2:}(図

版n-9 ~ 1 5， 1 -1 7.......2 2， Y・'1. ¥1I -1 5-4 4 )。外面K肥厚した幅の広い口縁部

を有する土器 (A1 種=Y-15~17 ，以)3-2)，上部lζ肥厚した幅の狭い口縁部を有する

土器 (A2極=Y-18・19 ，!-18，XX四一 5，以刃ー 2) • 口縁部の幅は前 2

者の中間であって，やや内侍した口縁部を有する土O3(A 3屈=ll-9・10・12~15 ， 1 

-17，刊-20-37， xx咽 -4・6・7，以立ー 1・2，XXXl-2， XXXII-l)，幅狭く

立った口縁部iζ1条ないし 2条の沈線を描き，胸部lζは純文地iζ太い沈線で文様を描いた土

器 (A4種=m-19.......22 I 四一 38.......44，沼1X-4・6，沼畑一 1)，口緑内i乙文徳借を
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持つ土保 (A5種 D-ll，XXlX-3)の 5極類応分類しうる。 1-22は口縁部文様がA

4茜でゐるが，全面刷毛白状調整を施し，頚部を磨消した土器て・ある。 n-1 1は胴部11:L 

←R， Rの縄文が縦iζ走向する。 A4種は関東地方の堀之内 I式Iζ類似するが， I -1 9， 

1 -2 2は若干異る。

B極頭部文傑帯を持たない磨消縄文の深鉢形土器〔図版 n-1 6. 1 -2 3. W -4 5--

50，以1:(-5 ・7，氾C(-1，X澗一1・2)，理一 45は縄文地lζ太い沈線で縦の連彊文

を描いており， A 4種と同じ作りである。四一46・47・48は，やや細い沈線で文禄を描き，

細い縄文を充填した土器で，四一 46は刻目隆帯が縦iζ走る。 n-1 6は四一451と類似し

た刺突文と縄文地lζ沈線の文傑とを口縁部民有し，口縁部の作り方は n-9と共通である。

1-2 3は無節の縄文地に渦文を描いた口頭部の分得しとZい土器で，口縁部内面の段状肥厚

は四一 51， 咽-56と共通する。四一 45・46は関東地方の堀之内!式. W-4 7 

4 8は堀之内 E式iζ類似する。

C種 A.B種iζ屑さない深鉢形土器をー活した〔図版四・四一 51-57. x.¥"¥ll-2 )。器

形は，頚部のくびれる形と，くびれとEい形とがある。沈線往いし条線によって文様を描いて

L、る。今後さらに分類する必要のある土器群である。

第 4類無文浅鉢形土器(図版Eー24・25， :0畑一 2) 

I -24 は巻貝条痕を表裏に施した土~で，焼成i犯の穿孔を有する。 1 -25は良好lζ研

磨した赤栂色の鉢形民近い土器である。

第 5類小型鉢形土器

文様と器形から 3種に分類した。

A種 }t底で，外反する口頭部を有する土器〔図版ト28-33，'1lI-5 8・62. 加ー 2，x)畑

一2) 第 2類・第3頬A極と共通の文様構成をとrす土器と，無文の土器とがある。咽-

5 8はL← R.Rの縄文を縦と横tと乙ろがす羽状縄文を有する土器である。

B種 丸底で，直口の口縁部を有する土器〔図版町一34，XM-2) 半載竹管によって口頭

部文僚帯と岡部文段帯を 2分する平行線と斜線を施した土器。

C種 外反する口縁部の上端往いし内面を肥厚させて文慌を施した土器〔図版咽59........62，

以XI-3 )頚部は原則として無文でゐるが，顕部iと3本沈線による文様を有する土器(理

一59)や，半部竹管による斜線を有する土器(¥1-6 0 )もある。
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第6類注口土禄〔図版四一 63， 6 4，ロXlI-l)

完形を推定しうる土鰭はない。胸部の破片には縄文地のものと磨いたものとがある。注口

部は依込式でとc<胸部とともに作っている。注口部iζ把手を付けた破片はとn、。

第7類 以上の類に属さない土~，および慰形が明確でない土留を一括した〔図版 1 -26. 

IV -3ト 38，彊-6 5-7 1， XXX -3 ，ロXJ[ー 2・4-6)。

磨消純文を有する土器(四一 65-67)のうち，四一 66・67は第 3類A種の胴部の可能

性もあるが文様や沈線が異っている。櫛状工具で弧状文を繍く土8lJ(四一 68・69)は注口

土鵠・壷形土認の岡部であろう。 ¥1ー70 (政XJ(-2)は表裏11::'刷毛目状調整を施す主総で，

刷毛白状調整痕は1-22とIV-361ζ も見る。後 2者の裏面は横ナデしており， JP!J毛目も

若干異る。VJl-71は巻員の回転施文による擬縄文であり，器形は第 2類lζ類似する。底部

は，平底 (IV-35-37 )が主体で，凹み底も若干ある。 IV-38は高台状Ir底部をはりつ

けた底で特殊である。網代底 (IV-36)は比較的多い。 1-26は口縁の外面がやや肥厚

し指頭圧痕列を有する土留で，怒形は晩期の土器Ir類似するが，出土居位から乙の時期の土

~と考えた。

①晩期末の土怨〔図版1-27，ロX-4 ) 

二枚貝の条疫を施し，さらに胴中央部以下を削った土~で，内商は丁寧に横ナデしている。

口縁直下に 1条の刻目突穏を有し，口縁上織にも刻目を施している。

本遺跡はほぼ後期前菜の単純遺跡といえる。後期i拘禁の第 3類A4極ならびにB種の一部は，

関東地方の堀之内 i・E式lζ相当するが，本遺跡においては眉位的iζは区別しえt.lかった。そ

の他の土援も若干の時間差はありえても， 1型式内で考えうると思う。本遺跡からは中津式・

称名寺式は出土しておらず，一方京大農学部遺跡からは中津式併行の土恕が出土しているので，

堀之内 1• H式と，いわゆる縁裕文土認は共存するものと考える。瀬戸内海地方との関係は，

図版¥'1-59が大阪府堺市四ッ池遺跡出土土怨と類似する乙とから，福田KH式・浮雲A式に

併行すると考える。また京都市北白川小倉町遺跡からは，堀之内 E式の新しい時期の土怨と加

僧利B 式の古い時期の土~とが出土しており，またそれらと伴出した他の土擦も本遺路の土怨

群と若干異っている。乙の北白川国状地においては，中期後半以降は，農学部概要(1 )第4

類(船元W式併行)→農学部概要(1 )第 5類(里木E式併行)→1956年京大島学部探集
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土出出→jJi学部概変(I )第 6類(中期末，後期初頭)→本遺跡後期前葉の土諒→北白川上周

式と編年しうる。

(土製品)

耳栓形耳飾〔図版 mm-7)

5点出土している。いずれも臼形で，中軸iと小孔がある。文段はなく一部lと赤色顔料(辰砂)

が残存しており，その状態から全面lと塗布されていたと考える。

2点はともに，厚さ 2.0c m.端部径 2.9c m I 中央部径 2.3c mである。他の 3点は前者

よりやや小型であり，残存状態の良い 2点はともに，厚さ1.8cm.端部径 2.1cm.中央部

径1.8 c mで. 1点は破損が甚しく，中央部径1.9cmぞ計る。

大型の 1点は配石市の直下，他の 1点は配石!の付近から出土している。小型は残存状態の

良い2点がB-4区，他の 1点が配石Vの付近から出土している。

形態と出土位置から推定すると，大型の 2点とB-4区出土の小型の 2点が，ともに対をな

す可能性がゐる。

本遺跡において後期郎践の時期iζ耳栓形耳飾が出土した乙とは，近畿地方以西における耳栓

形耳飾の上限を示すと考える。

〔石器〕

本遺跡から出土した石器は，石銭・石匙・石錐・不定形削器・磨製石斧・切目石錘・砥石・

磨石・磁石などでゐる。その他lζ多量のまIJ片と石核が出土している。

①石鉱 C図版 XXXlY-1 ) 

3 0点以上出土しており，凹基式・平基式・凸基式がある。石材はすべてサヌカイトである。

凹基式は 25点ゐり，基部がふくらむ形のものと，ふくらまない形のものがある。平基式は 4

点ゐる。すべて作りが組雑で未成品の可能性がある。凸韮式は 1点あり，作りは丁寧である。

石践の大きさは 1 1.5cmから 2.5c mのものが大部分を占める。重量は，平話式の 3点が

2.5 gから 3.5gでやや重く，他はほとんど 1g前後である。大きさと作りの丁寧さとは対応

しない。

②切目石鍾〔図版 XXXIY-2 ) 

1 4点出土しており，すべて渡辺誠のいう切目石録A極である。ほほ完形でゐる 10点のう

ち，段も重いものは 11 8 gで，段も軽いものは 18 gでゐる。 70g以上のものが 4点，40
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g以下のもの3点である。切目は，軟かい礁の長辺両端部を両面から際り込んでつける。大き

さや形によって，両面からつけた切目の接点を，さらに擦り込んだこ工程と，両面からー工程

で切目をつける例とがゐる。一端i乙2条の切目をつけたものも 1例ある。

@磨製石斧(図版 XXXV-5 ) 

3点出土しており， 2点は定角式石斧， 1点は乳棒状石斧である。定角式石斧の 1点は変成

岩製で刃部の破片である。他の 1点は硬質砂岩的な石材で刃部を欠失する。残存部は，最大幅

6.5 c m，最大の厚さ 2.5C m，残存長 7.9C mである。乳待状石斧は硬質砂岩的な石材で，

刃部を欠失する。残存部は，最大径 5.3c m，残存長 10.7cmである。

@石匙〔図版nxv-2) 

3点出土しており，縦型と横型がゐる。石材はすべてサヌカイトである。縦型は 1点でゐり，

5. 4 c m X 2. 3 c m， 8 gの大型である。横型は 2点で，いずれも 1g以下の小型である。

⑤不定形削恕

2点出土しており，石材はすべてサヌカイトである。 1点は，長さ 2.6c mの細長い釦j片の

長辺K刃をつけたもので，他の 1点は半径 2.5cmの8分の l円の扇状剥片の長辺から短辺に

かけて刃をつけたものである。

⑤石錐(図版 XXXV-1 ) 

棒状の石錐が3点出土している。石材はすべてサヌカイトである。長さはそれぞれ 3.9cm， 

2.9 c m， 2. 6 c mでゐる。

①磁石〔図版 XXXV-6・7)

4点出土しており，敵打痕を円擦の扇平な面に有するものと，側面lζ待状i乙有するものとが

ある。前者は東テストピ 7 ト出土の 1点で，砂岩製である。片面iζ長軸の端から約 3分の lの

所iζ敵打痕がある。重量は 835gである。表面を磨き，両端を打ち欠いてゐり，踏石を転用

したものでゐると考える。後者は 3点出土している。 l点は砂岩製で.側面にそって 4個所lζ

敵打痕がある。重量は 825gでゐる。 2点は花向岩製で，側面にそって舷打痕がゐる。亙堆

はそれぞれ285g，230gでゐる。

⑥磨石〔図版 XXXV-4 ) 

2点出土している。石材は砂岩である。 1点はほ形iζ近く，段大径 6.1c mである。他の 1

点は周平な磨石の破片である。
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①低石〔図版X¥'XV-3 ) 

3点出土してし、る。石材はいずれも砂岩である。 1点は角柱状，他の 1点は南平細長の石材

を使用している。残りの 1点は使用陀よって断面が三角形民磨滅している。いずれも両面に使

用痕がある。

⑬石核と剥片が接合する例〔図版 XXXV-6 ) 

東テストピット及びCー5区から，接合するサヌカイトの石核と剥片が出土している。 c-

5区からは，サヌカイトの大型の石核及びf!J片が出土しており，今後さらK接合する可能性が

ある。

本遺跡では， B-3区， B-4区付近から土器が多量陀出土しているが，石鍛・切目石錘・

石匙・不定形削器の分布の中心はこれとほぼ一致する。磨製石斧・石錐・敵石・砥石・磨石は

出土数が少なく，明確な分布の傾向は認められない。

本遺跡の石鍍lζは，農学部総合館遺跡でみられる長さ 1c m前後の作りが組雑なものはとrく，

1.5cmから 2.5c mのものが大部分を占める。作りは比較的丁寧である。切目石錘は良学部

総合館遺跡出土品と大きな差はないが，大型の比率が高くなる。本遺跡の時期まで切目石錘の

使用が続くことは，北白JII小倉町遺跡がより高位の扇状地花立地し，切目石錘が出土しない乙

とと合わせて注目される。不定形削器は農学部総合館遺跡第V類土器陀伴う出土品とは異り，

両者iζ系統的な関係はないと考える。チャート製の石器は出土していないが，剥片は出土して

L、る。

本遺跡出土の石器は後期的葉の土器に伴い，段学部総合館遺跡の中期末，後期初頭の土器に

伴う石器の組成をほぼ継承している。良学部総合館遺跡で出土し，本遺跡て・出土してい位い

石留は，打製石斧・石皿・石俸である。乙の差は本遺跡が埋葬社である乙とによる可能性もあ

る。耳住形耳飾の出現や土器組成の変化は，本遺跡の時期限東日本からの影響lとより，新た位

変化が生じたためと考える。

V 結 諮問

本調査で発見された縄文時代の配石基および塑棺の遺構は，学術的価値はいうまでもなく埋
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説文化財としてきわめて価値の高いものでゐる。乙の地域tζおいである程度遣問存在の可能性

を予知しえたとはいえ，本調査が明らかにした遣問は忠像を絶するものであった。純文時代の

遺物は土器だけで 2万2千点余iとのぼり，移築消滅する遺構への最低限の義務である「記録保

存」措置に向けての整理作業と学術報告書の刊行は今後iζ残された一大事業である。

移築作業もまだ完了した訳ではない。小橋敏夫氏の技術指導のもとに移築作業にとりかかる

直前lζ位って氏が急逝された。そのゐとをうけての移築作業は困難をきわめた。未熟な技術を

駆使してともかくも復元可能な形i乙取り上げる乙とができたのは，調査に当った調査貝や学生

諸氏の献身的t，!努力と遺跡iと対する愛着でゐった。今後しかるべき場所iζ移築を完了させ，永

久保存と活用の方法を講じたいと念じている。本報告においては遺情移築lζ関する詳細につい

ても公表する紙面を得て資料に供したい。
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図面・図版
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ど61つ

1.表土層

2.床土

3. 灰漏色土周(近世)

4. 赤掲色土!司(近世)

5. rli.!色土j由(近世)

6. 赤褐色土周(中世)

7. 暗縞色土周(平安)

8 灰渇色土崩(平安)

9. 赤偶色土層(平安)

10. 黒色砂j菌(奈良)東方下部黒色粘土

11. 黄色砂j国

12.黄禍色粘出土周 (先史第2回)

13. 悩初色粘出土周(先史第3周)

14. 黒f島色粘質土周(先史第4周)

15. 青色又は黄色砂層{地山)

16. 赤色般化欽付着砂周(地山)

キ印 花紛分析用の土採集周

第 4図地層断面図
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図版 i 縄文式土器実担IJ図
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図版 E 縄文式土器実測図
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図版 E 縄文式土器実損IJ図
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図版 V 縄文式土器実測図
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図版H 縄文式土器実測図
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図版刊 縄文式土器実測図
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